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①学校運営上
の課題

01 教職員の
時間外勤務の

是正

市内の小学校教員の
1％超が、月60時間以
上の時間外勤務を
行っており、教員の業
務負担軽減による時
間外勤務の縮減が課
題となっている。

・市内全小学校に
地域コーディネー
ターを3名配置。
全員を年間200日
以上配置し、常駐
化した。（前年度
常駐化1名→令和
５年度3名）
・常駐する地域
コーディネーター
は学校と地域の
連絡調整等を担
い、教員の業務
負担軽減を図っ
た。

・市内全小中学校７校に地域
コーディネーター3名を配置し
てカバーする。全員を年間
200日以上配置する。
・地域コーディネーターは学
校と地域の連絡調整等を担
い、教員の業務負担軽減を
図る。

学校・家庭・地域の役
割分担の明確化によ
り、地域との協働が進
み、教員の業務負担が
軽減する。

小学校教員の
時間外在校時
間

26時
間13
分

時
間

26時
間

27時
間4
分

02　本
年度
の目

標値を
下回
り、取
組の
工夫・
改善
が求

められ
る

これまで学校教員が担ってきた地域ボラン
ティアの方、教職員との連絡調整を担い、
教員の負担軽減をしつつ、体験学習を始
めとした学習内容の質の向上を図ることが
できた。
学校運営協議会の開催にあたり、地域学
校協働活動推進員は当該校長の指示のも
と、資料作成準備や熟議の企画を行うだけ
でなく、委員が意見を出しやすい会議とな
るよう日頃から委員の方々とのよりよい関
係を築き、学校を核としたつながりを持つ
機会となった。
実績については目標値には及ばなかった
が、在校平均時間30時間以下の教員が4.5
ポイント増加したことは大きい。一方で一部
職員の業務負担が大きくなり平均在校時
間の数値が押し上げられたことは課題と
なった。

https://www.city.kaminoyama.yama
gata.jp

※行が足りない場合は、非表示になっている行を再表示してください。

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和６年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R６年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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